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1.∞ DAISYLシ ステ ムズ委 員 会調査報 告 書

CODASYLの システムズ委員会は, 1969年 5月 に「汎用データベース操作システムの調査」を発表した.こ

れはデータベース操作システムの機能を列挙 し,既存の 9種のシステムごとに章をたて,列挙した機能の詳細を記述

した調査報告である.そ して 1971年 5月 に第 2次の調査報告「汎用データベース操作システムの機能解析」を発表

した。本稿は第 2次報告書の内容を紹介するものである.

第 2次報告書では ,第 1表に示す10種のシステムをとりあげ,前報告書と異なって機能ごとに章をたて,各機能

についてこの 10種のシステムを比較する方法をとっている。全体として,第 1次報告書よりくわし〈かつ釣合いの

とれた記述になるよう努力している.この委員会の活動は しかし既存のシステムの機能を完全に記述することが最終

日標ではな〈,「統合されたデータベースシステムの共通言語機能の仕様を開発すること」にある.この調査報告は

そのための手段である。

第 2次報告書は序論と全 10章 よりなる.序論は報告書本文の序論 であるとともに独立 した正式文書として雑誌な

どに発表されることを目的に書かれたものである。一方本文は,1.概要 , 2。 データ構造, aデ ータ定義 , 4.問

合せ機能, 5。更新 , 6生 成機能, 7プ ログラマ機能, &デ ータ管理機能, 9。記憶構造,lQ操作環境より

構成されている.第 1表に示した各システムの概略は第 1章で述べられている.

第 1表 CODASYLシ ステムズ委員会 第 2次報告書の 10種のシステム

独立言語方式のシステム

Y-2,744
作  成  者

最初のシステムカテ」用
できるようになった日付

通 称 名 称

GIS
Generalized
Information
S ys tem

IBM 1969年 9月

MARK IV MARK IV I nformat i cs Irrc. 1968年 (全システム)

NIPS/1TS

NMCS
Irfo rmation
Pro c e ssing
System

DCA, I BM ,

Na tiona I
Military
Command
Sys te m

1968年 7月

TDMS

Time - shared
Data
Managemen t
Sys t em

SDC
(SVstem Derrclopment

C orprat io n )
1969年

UL/1 User Irangua Se,/ t RCA 1969年
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親言語方式のシステム

y-2,7/.&
開 発 母 体

最初に発表

された日付
親  言  語

通 称 名 称

COBOL
コボル開発報告

(COBOL JoШ口BI
Of DewloFment)

CODASYL 1970年 4月
(仕様のみ)

DBTG
データベース

作業委員会による

提案

CODASYL
プログラム言語

委員会

19710年 4月

(仕様のみ)
COBOL

IDS
Integ rated
Data S tore

Honeywell
II】fornlation
Syste]ms
(当時のGE)

1963年 CO BOL

IMS
I rt'ormation
Management
System

IBコ旺,
North
AInerlcan
Rockwell

1969年 9月

COBOL
PL//1
360
アセンプラ

SC-1
System
Control - r

Western
E lectric,
Ar.rerbach

1970年 7月 なんでも可 ?

2.デ ー タベー ス 操作 シス テ ム とデ ー タ独 立  (序論参照)

データベース操作システムとは,さ まざまな利用者がそれぞれの目的に応 じて使用するデータを有機的に統合し,

その統合されたデータ (こ れをデータベース (data ba腱 )と呼ぶ)の操作に必要な機能を備えたソフトウェアとハ

ードウェアの組合せである.このようなデータベース操作システムでは,デ ータベース中の同一のデータを異なる利

用者が使用することが起こるので,データをできるだけプログラムから独立させてお〈ことが望ましい.このことは

一般にデータ独立 (data idepede“ e)と いう概念で呼ばれている.

データ独立の概念を導入すると,データベースの利用者を二つのグループに分けることができる。その 1つはデー

タ管理者 (data dminist口 br)と 呼ばれる利用者であり,これはデーメペース全体の構成と保守に全責任をもつ

ものである.も う1つはその他の利用者と呼ばれ,データ管理者によって管理されたデータを利用するものである。

後者はさらに応用プログラマ (apメ i“ tiOn pЮgmmer),プ ログラムしない利用者 (non― programming

u“r),パ ラメータ利用者 (parametric u“ r)に細分される .

3.デ ー タ構造 と記憶構 造  (第 2,aQa9章 参照)

一般にデータは ,あ る適用実体 (applicatiOn mtity,た とえば従業員,組織など)に関係 して発生する.適用

実体のもつ内部的構造ならびに相互関係に即したデータ間の論理的関係をデータ構造 (datt structure)と いう。

適用実体を構成する最小単位のデータ要素を項目 (item),項 目をいくつか集めたものを集団 (grou p)と い

う.集団はさらに別の集団や項目と共にまとめてもよ〈,こ うしてできる集まりも集団という.適用実体によっては ,

それを構成する集団の間に支配 0従属の関係をもたせるのが必要なことがあり,このような関係を集団関係 (group

_latiOn)と いう.以上のようにして構築 したデータ要素の集まりが適用実体を表わすとき,こ の集まりをエント

リ (entw)と 呼ぶ.そ してエントリの集まりをファイル (file),フ ァイルの集まりをデータベースという。
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なお,一つのファイルを構成する三種類以上のエントリの間とか,デ ータベースを構成する三種類以上のファイルの

間に支配・従属の関係を定義 してもよ〈,こ のような関係 も集団関係と呼ぶ .

項目,集団,集団関係,エ ントリ,フ ァイル,データベースをそれぞれ構造の型 (structure typ)と 呼ぶ。

構造の型をその属性 (データの値の範囲,表現形式など)と 共に表現したものをスキーマ (“hema)と いう・ ま

た,ス キーマに対応する実際のデータをそのスキーマの具体値 (instatte)と いう。

データベース操作システムには,ス キーマを具体的に記述する手段が必要になる。調査されたシステムのうち

DBTGの 提案では,こ の目的のためにデータ記述言語 (Data De“ription Language,略 してDDL)を 定め

ている  (その他のシステムでも同じ目的のための命令を持っているので,以下の説明ではデータ記述言語という用

語で統一 しよう).利用者 (通常,データ管理者)はデータ記述言語によってスキーマを記述する.これをシステム

が処理すると,システム内にデータ構造が定義される (この作業をデータ定義 (dtta definition)と いう ).

一方,ス キーマの具体 1直 (つ まり実際のデータ)は ,用いる記憶装置にふさわしい方法で格納される必要がある。

格納される実際のデータのありさまは,データ構造に対して記憶構造 (stOnge structure)と いう。データ構造

と記憶構造の対応づけを写像 (mapping)ま たは結合 (bindittr)と いう.写像の時点はデータ定義時 ,プ ログラ

ムコンパイル時 ,フ・ログラムロード時 ,フ ァイルを開〈時 ,値の呼び出し時というようにシステムによつていろいろ

ある.ま た写像の方法は ,用いる記憶装置の物理的機構に依存するので大部分はシステムが定めるが,利用者がこれ

をある程度指定できるシステムもある。写像の情報は登録簿 (di“ctow)の形でシステム内に保持され,データベ

ースに対する問合せや更新の要求 (いずれも後述)が あったときにそれを参照する,と いう方式のシステムが多い.

4 利 用者 の機 能  (第 4,5,7章参照)

データベース操作システムには ,利用者がデータベース中にデータを投入 し,管理 し,利用するための話機能が設

けられる.デ ータベースに新たなファイルを作成するには,データの投入に先立ってデータ定義を行なわなければな

らない.ま た,既存のファイルにデータを追加 ,変更,削除することをファイルの更新 (u」ata)と 呼ぶ.フ ァイ

ル更新 では,既存のデータ構造を改訂することはできない.データ構造の改訂はデータ再定義 (data“ defi」 tion)

と呼び,データ定義に準ずる扱いを要する.なか,新 らしいファイルを作成することをファイルの生成 (creation)

と呼ぶが,こ のフアイルにデータを投入するには,一般に空なファイルに対 して実際のデータによる更新を行なり方

法がとられる.以上の機能は主としてデータ管理者用の機能である.

一方,デ ータ管理者によって生成 ,更新されているデータベースから,その他の利用者がデータを抽出,分類,処

理加工 して報告書を作成することを一括 して間合せ (interЮ gation)と呼ぶ。問合せの方法は用いるシステムによ

って変化に富むが,大別すると (|)システムに組み込まれた手順にパラメータを付与する方式と,(||)COBOLま た

は類似の手続 き言語を用いたコーディングによる方式に分かれる.一般に前者の方式を独立言語方式 (“ lfつmtai

ned wstem),後 者の方式を親言語方式 (host imguage wstem)と いう.利用者にとっては独立言語方式は

COBOLな どを学ぶ必要がないから簡便という点で長所があるが,問合せ機能の種類が限定されるという短所がある。

実際のシステムでは,独立言語方式に手続 き言語的な要素を加える (ま たはその逆)と いうように両方式を組み合わ

せるものが多いようである.

第 2次報告書は以下のメンパーによって現在翻訳中である.西村恕彦 ,植村俊亮 (電総研),島 田勝八郎 (日 科技

研),本南公統司 (開発計算センタ),中 川友康 ,鈴木道夫 ,高橋誠 ,田 中正明 (電力中研 )
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本 PDF ファイルは 1965 年発行の「第 6 回プログラミング―シンポジウム報告集」をス
キャンし、項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。
この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web

サイトの https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログ
ラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないま
した。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会
に帰属することになっています。
プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、こ
の改訂がシンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場
(=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されてい
ないものが少からずありました。
プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、そ
れ以前の報告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去
のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出
して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をし
たうえで、著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたい
と思います。その後、著作権者が発見され、情報学広場への掲載の継続に同意が得られな
かった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。
この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長
(tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。
加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますよう
お願い申し上げます。
期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日
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